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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
区
域
外
再
放
送
に
係
る
総
務
大
臣
裁
定
制
度
の
理
論
的
整
理
と
最
近
の
事
例
分
析
岡
﨑
俊
一
１
は
じ
め
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
に
よ
る
地
上
基
幹
放
送
番
組
の
い
わ
ゆ
る
区
域
外
再
放
送
（
地
上
基
幹
放
送
の
放
送
対
象
地
域
以
外
に
お
け
る
再
放
送
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
問
題
は
、
か
ね
て
か
ら
放
送
法
制
度
の
大
き
な
争
点
の
一
つ
と
し
て
存
在
し
て
い
た
が
、
平
成
二
十
三
年
七
月
の
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
完
全
移
行
を
控
え
た
数
年
前
か
ら
、
再
び
論
争
が
盛
り
上
が
っ
た
。
こ
れ
は
、
全
国
の
半
数
以
上
の
世
帯
に
普
及
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
発
展
の
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る
映
像
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
登
場
な
ど
に
よ
る
テ
レ
ビ
離
れ
へ
の
危
惧
の
増
大
、
ま
た
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
景
気
低
迷
に
よ
る
テ
レ
ビ
広
告
収
入
の
減
少
が
、
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
事
業
者
の
経
営
に
陰
を
差
し
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
機
に
区
域
外
再
放
送
の
整
理
・
縮
小
を
進
め
よ
う
と
し
た
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
事
業
者
サ
イ
ド
の
動
き
に
起
因
し
て
い（
１
）る
。
放
送
行
政
を
所
管
す
る
総
務
省
は
、
従
来
か
ら
、
後
述
す
る
大
臣
裁
定
制
度
を
伝
家
の
宝
刀
と
し
て
、
事
業
者
間
の
協
議
に
よ
る
解
決
を
促
す
行
政
を
し
て
き
た
が
、
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
円
滑
な
完
了
の
た
め
に
は
地
上
波
放
送
事
業
者
だ
論
説
千葉大学法学論集 第２８巻第４号（２０１４）
７７
け
で
な
く
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
争
い
に
一
定
の
解
決
を
与
え
る
べ
く
、
平
成
二
十
年
四
月
に
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（「
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
事
業
者
に
よ
る
基
幹
放
送
事
業
者
の
地
上
基
幹
放
送
（
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
限
る
。）
の
再
放
送
の
同
意
に
係
る
協
議
手
続
及
び
裁
定
に
お
け
る
「
正
当
な
理
由
」
の
解
釈
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
と
し
て
、
当
事
者
間
の
協
議
の
ル
ー
ル
と
、
正
当
な
理
由
の
解
釈
に
関
す
る
原
則
的
判
断
基
準
を
定
め（
２
）た
。
ま
た
、
平
成
二
十
二
年
の
放
送
法
の
大
改
正
に
伴
い
、
平
成
二
十
三
年
に
は
、
区
域
外
再
放
送
に
関
す
る
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
・
仲
裁
及
び
裁
定
の
諮
問
の
処
理
を
電
気
通
信
紛
争
処
理
委
員
会
の
権
限
と
し
、
専
門
的
・
中
立
的
な
立
場
か
ら
解
決
を
図
る
こ
と
と
し
た
。本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
の
も
と
で
、
区
域
外
再
放
送
に
係
る
制
度
的
な
論
点
に
つ
い
て
理
論
的
な
整
理
を
試
み
る
と
と
も
に
、
最
近
の
具
体
的
な
裁
定
事
例
を
分
析
し
、
そ
れ
と
の
整
合
性
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
な
お
、
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
か
ら
入
手
し
た
資
料
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。
２
再
放
送
と
裁
定
制
度
区
域
外
再
放
送
に
係
る
総
務
大
臣
の
裁
定
制
度
の
趣
旨
を
ど
う
考
え
る
か
が
、
こ
の
問
題
の
解
決
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
一
三
二
号
）
に
お
け
る
、
再
放
送
同
意
制
度
（
同
法
第
一
一
条
）
の
趣
旨
、
次
に
裁
定
制
度
（
同
法
第
一
四
四
条
）
の
趣
旨
、
さ
ら
に
、
区
域
外
再
放
送
に
お
け
る
受
信
者
の
利
益
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
《論 説》
７８
⑴再
放
送
の
同
意
制
度
放
送
法
第
一
一
条
は
、
放
送
事
業
者
は
、
他
の
放
送
事
業
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
、
そ
の
放
送
を
受
信
し
、
再
放
送
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。
条
文
上
明
確
で
は
な
い
が
、
政
府
の
国
会
答
弁
等
に
よ
れ
ば
、
そ
の
立
法
趣
旨
は
、
再
放
送
に
当
た
っ
て
放
送
番
組
の
無
断
改
編
、
放
送
品
質
の
低
下
、
放
送
時
間
帯
の
変
更
等
（
以
下
「
無
断
改
変
等
」
と
い
う
。）
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
放
送
事
業
者
の
番
組
編
集
の
意
図
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
当
該
放
送
事
業
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
著
作
権
法
の
特
例
を
規
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
著
作
権
の
処
理
は
別
途
必
要
で
あ
り
、
著
作
権
法
の
目
的
と
は
目
的
を
異
に
す
る
制
度
で
あ
る
と
さ
れ
て
い（
３
）る
。
た
だ
し
、
総
務
大
臣
に
よ
り
裁
定
で
同
意
す
べ
き
と
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
著
作
権
や
著
作
隣
接
権
に
基
づ
き
再
放
送
を
差
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
認
め
る
と
裁
定
制
度
の
実
効
性
を
害
す
る
も
の
と
な
り
、
権
利
濫
用
に
当
た
る
と
の
判
断
が
判
例
等
で
な
さ
れ
て
い（
４
）る
。
条
文
上
は
、
再
放
送
の
主
体
も
対
象
も
全
て
の
放
送
事
業
者
と
し
て
お
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
再
放
送
を
特
に
念
頭
に
お
い
た
規
定
で
は
な（
５
）い
。
ま
た
、
放
送
対
象
地
域
内
に
お
け
る
再
放
送
か
地
域
外
に
お
け
る
再
放
送
か
に
よ
っ
て
の
区
別
も
条
文
上
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
区
域
内
」
や
「
区
域
外
」
と
い
う
用
語
は
法
律
上
の
も
の
で
は
な
く
、
放
送
対
象
地
域
の
内
か
外
か
と
い
う
意
味
で
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
放
送
対
象
地
域
内
に
お
い
て
は
、
放
送
法
一
四
〇
条
に
お
い
て
、
受
信
障
害
区
域
に
お
け
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
地
上
基
幹
放
送
の
同
時
再
放
送
（
全
て
の
番
組
に
変
更
を
加
え
な
い
で
同
時
に
再
放
送
す
る
こ
と
）
は
、
同
法
第
一
一
条
の
同
意
を
不
要
と
し
た
上
で
義
務
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
放
送
対
象
地
域
内
に
お
い
て
は
、
受
信
障
害
区
域
以
外
で
も
、
放
送
番
組
の
無
断
改
変
等
の
な
い
同
時
再
放
送
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
再
放
送
を
拒
否
す
る
こ
と
を
認
め
る
理
由
は
な
く
、
原
則
ケーブルテレビの区域外再放送に係る総務大臣裁定制度の理論的整理と最近の事例分析
７９
と
し
て
同
意
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ（
６
）う
。
一
方
、
放
送
対
象
地
域
外
で
の
再
放
送
す
な
わ
ち
区
域
外
再
放
送
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
ま
ず
、
再
放
送
が
放
送
番
組
の
無
断
改
変
等
が
な
さ
れ
た
よ
う
な
、
放
送
番
組
編
集
の
意
図
を
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
然
、
再
放
送
を
拒
否
で
き
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
の
点
に
は
異
論
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
問
題
は
、
区
域
外
再
放
送
で
あ
る
と
い
う
以
外
に
は
問
題
の
な
い
同
時
再
放
送
の
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
制
定
前
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
無
断
改
変
等
の
有
無
の
み
に
着
目
し
て
放
送
番
組
編
集
上
の
意
図
が
判
断
さ
れ
、
区
域
内
と
区
域
外
を
区
別
し
な
い
解
釈
が
と
ら
れ
て
い（
７
）た
。
し
た
が
っ
て
、
区
域
外
再
放
送
が
広
く
容
認
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
放
送
番
組
編
集
上
の
「
地
域
性
に
か
か
る
意
図
」
を
考
慮
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
制
定
後
は
区
域
内
と
区
域
外
で
は
そ
の
取
り
扱
い
を
異
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
二
年
の
放
送
法
の
大
改
正
に
伴
い
、
旧
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
が
廃
止
さ
れ
、
有
線
無
線
の
放
送
制
度
が
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
放
送
法
に
移
行
し
た
大
臣
裁
定
制
度
に
つ
い
て
、
放
送
対
象
地
域
を
定
め
て
い
る
基
幹
放
送
普
及
計
画
の
趣
旨
と
整
合
性
を
も
っ
た
運
用
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
状
況
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
か
つ
、
①
放
送
制
度
上
、
地
上
基
幹
放
送
事
業
者
に
は
そ
の
放
送
対
象
地
域
外
ま
で
放
送
番
組
を
送
り
届
け
る
義
務
は
課
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
②
放
送
番
組
は
そ
の
放
送
対
象
地
域
を
想
定
し
て
編
集
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
地
域
の
視
聴
者
を
基
本
的
に
前
提
と
し
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
③
番
組
内
容
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
以
外
の
地
域
の
視
聴
者
が
視
聴
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の
を
含
む
こ
と
が
あ
り
、
著
作
権
の
処
理
や
Ｃ
Ｍ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
放
送
対
象
地
域
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
区
域
外
へ
の
再
放
送
が
適
当
で
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
事
情
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
放
送
対
象
地
域
外
に
お
け
る
他
事
業
者
に
よ
る
再
放
送
に
つ
い
て
は
、
任
意
に
同
意
が
な
さ
れ
る
場
合
は
別
と
し
て
、
原
則
と
《論 説》
８０
し
て
同
意
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
ら
れ（
８
）る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
原
則
の
例
外
と
し
て
同
意
す
べ
き
場
合
と
な
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
か
が
、
次
の
問
題
で
あ
る
。
⑵
大
臣
裁
定
制
度
の
趣
旨
総
務
大
臣
に
よ
る
裁
定
制
度
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
の
改
正
に
よ
り
同
法
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
制
度
は
、
後
に
平
成
二
十
二
年
の
放
送
法
改
正
に
よ
り
、
現
在
は
放
送
法
に
規
定
が
移
さ
れ
て
い
る
（
第
一
四
四
条
）
が
、
条
文
内
容
に
実
質
的
な
変
更
は
な（
９
）い
。
昭
和
六
十
一
年
改
正
の
当
時
、
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
事
業
者
が
増
加
す
る
中
で
、
再
放
送
の
同
意
が
地
上
放
送
事
業
者
か
ら
拒
否
さ
れ
る
事
例
が
増
え
、
受
信
者
の
利
益
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
健
全
な
発
達
が
阻
害
さ
れ
か
ね
な
い
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
同
意
が
地
上
放
送
事
業
者
側
の
一
方
的
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
、
当
事
者
間
で
の
協
議
に
よ
る
解
決
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
解
決
の
困
難
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
中
立
的
な
郵
政
大
臣
（
当
時
）
に
よ
る
裁
定
に
よ
り
同
意
を
擬
制
す
る
制
度
と
し
て
立
案
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い（
１０
）る
。
た
だ
し
、
条
文
の
解
釈
上
の
キ
ー
で
あ
る
「
正
当
な
理
由
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
に
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
制
定
に
よ
っ
て
一
定
の
判
断
基
準
が
示
さ
れ
る
ま
で
、
明
文
上
具
体
的
な
判
断
基
準
は
な
く
、
放
送
番
組
編
集
の
意
図
の
侵
害
と
受
信
者
の
利
益
の
比
較
衡
量
で
判
断
す
る
と
い
う
解
釈
が
と
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
区
域
内
か
区
域
外
を
区
別
し
な
い
も
の
で
あ
っ（
７
）た
。
さ
ら
に
、
国
会
審
議
の
中
で
、
こ
の
制
度
は
伝
家
の
宝
刀
で
あ
っ
て
、
当
時
の
郵
政
省
は
当
事
者
間
の
協
議
を
進
め
る
よ
う
で
き
る
限
り
の
努
力
を
す
る
こ
と
と
し
、
ど
う
し
て
も
協
議
が
調
わ
な
い
場
合
の
最
後
の
手
段
と
し
て
運
用
す
る
こ
と
と
さ
れ（
１１
）た
。
当
時
区
域
外
再
放
送
が
多
数
の
地
域
で
行
わ
れ
て
き
た
の
に
は
、
一
つ
に
は
、
地
上
民
放
の
普
及
過
程
に
お
け
る
少
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
域
（
民
放
が
四
チ
ャ
ン
ネ
ル
未
満
し
か
放
送
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
お
い
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
共
聴
設
ケーブルテレビの区域外再放送に係る総務大臣裁定制度の理論的整理と最近の事例分析
８１
備
に
よ
り
他
地
域
の
放
送
を
再
放
送
し
て
住
民
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
視
聴
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
と
い
う
ケ
ー
ス
、
も
う
一
つ
と
し
て
は
、
放
送
電
波
の
技
術
的
性
格
か
ら
不
可
避
な
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
が
存
在
し
、
区
域
外
で
当
該
電
波
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
共
聴
設
備
が
再
放
送
を
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ（
１２
）る
。
⑶
区
域
外
再
放
送
に
お
け
る
受
信
者
の
利
益
裁
定
制
度
は
、
総
務
大
臣
に
よ
る
中
立
的
な
判
断
に
よ
る
と
は
言
え
、
⑴
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
本
来
区
域
外
再
放
送
を
原
則
と
し
て
同
意
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
状
況
の
中
で
、
裁
定
に
よ
り
、
受
信
者
の
利
益
の
保
護
の
観
点
か
ら
同
意
を
強
制
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
区
域
外
の
受
信
者
の
利
益
と
は
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
受
信
者
が
自
ら
の
生
活
等
に
必
要
な
地
域
情
報
を
取
得
で
き
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
他
の
地
域
の
放
送
番
組
が
区
域
外
の
受
信
者
の
生
活
等
に
必
要
な
地
域
情
報
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
状
況
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
同
意
が
強
制
さ
れ
る
べ
き
実
質
的
根
拠
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
法
令
の
規
定
や
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
含
む
行
政
解
釈
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
明
確
に
示
さ
れ
て
は
来
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
参
考
と
な
る
の
は
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
策
定
に
先
だ
っ
て
総
務
省
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
研
究
会
の
報
告
「
有
線
放
送
に
よ
る
放
送
の
再
送
信
に
関
す
る
研
究
会
最
終
と
り
ま
と
め
（
平
成
二
十
年
三
月
）」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
受
信
者
の
利
益
を
一
つ
は
「
受
信
者
が
自
ら
の
生
活
等
に
必
要
な
地
域
情
報
を
取
得
で
き
る
こ
と
」
で
あ
り
、
地
域
間
の
生
活
面
・
経
済
面
で
一
定
の
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
他
の
地
域
の
地
上
放
送
を
見
る
こ
と
に
よ
り
地
域
情
報
を
得
る
こ
と
も
あ
る
と
し
、
も
う
一
つ
と
し
て
、「
情
報
の
多
元
性
、
多
様
性
の
向
上
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
少
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
域
に
お
い
て
当
該
地
域
に
存
在
し
な
い
系
列
の
放
送
番
組
が
視
聴
で
き
る
こ
と
の
重
要
性
が
主
張
さ
れ
る
一
方
、
反
対
意
見
も
あ
り
、
両
論
併
記
と
さ
れ
て
い（
１３
）る
。
《論 説》
８２
ま
た
、
学
説
に
お
い
て
こ
の
分
野
で
の
研
究
成
果
は
余
り
多
く
な
い
が
、
区
域
外
再
放
送
を
、
①
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
も
放
送
区
域
を
越
え
て
関
係
し
て
い
る
「
準
区
域
内
再
送
信
」、
②
難
視
聴
や
欠
落
チ
ャ
ン
ネ
ル
場
合
に
代
替
的
に
再
送
信
す
る
「
代
替
的
区
域
外
再
送
信
」、
③
任
意
の
目
的
で
再
送
信
す
る
「
任
意
的
区
域
外
再
送
信
」、
の
三
種
類
に
分
け
、
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
①
が
裁
定
制
度
に
よ
り
保
証
さ
れ
て
い
る
と
み
る
考
え
方
が
示
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
こ
の
分
類
は
後
述
す
る
筆
者
の
考
え
方
と
軌
を
一
に
す（
１４
）る
。
一
方
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
放
送
事
業
者
の
「
番
組
編
集
上
の
地
域
性
に
か
か
る
意
図
」
の
侵
害
の
程
度
が
、
区
域
外
再
放
送
の
行
わ
れ
る
地
域
の
「
受
信
者
の
利
益
」
と
比
較
衡
量
し
て
許
容
限
度
内
に
あ
る
と
言
え
な
い
場
合
に
「
放
送
法
第
一
四
四
条
第
三
項
の
正
当
な
理
由
」
が
あ
る
と
言
え
る
と
し
て
い
る
（「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
Ⅲ
二
⑵
柱
書
）。
そ
し
て
、
当
該
「
受
信
者
の
利
益
」
は
、
地
域
間
に
お
け
る
人
・
物
等
の
交
流
状
況
（
電
波
の
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
の
状
況
を
含
む
。）
や
そ
の
他
の
地
域
間
の
関
連
性
を
示
す
要
素
（
歴
史
的
経
緯
、
視
聴
習
慣
等
）
を
勘
案
し
て
総
合
判
断
す
る
こ
と
、
ま
た
隣
接
市
町
村
で
の
再
放
送
に
関
し
て
は
、
一
般
に
再
放
送
に
同
意
し
な
い
「
正
当
な
理
由
」
に
該
当
せ
ず
（
再
放
送
に
同
意
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。）、
一
見
明
白
に
遠
方
に
あ
る
地
域
で
の
再
放
送
に
関
し
て
は
、
原
則
と
し
て
「
正
当
な
理
由
」
に
該
当
す
る
（
再
放
送
に
同
意
す
べ
き
と
は
言
え
な
い
こ
と
と
な
る
。）
も
の
と
し
て
い
る
。
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
示
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
判
断
基
準
の
背
景
に
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
な
区
域
外
再
放
送
の
経
緯
や
基
幹
放
送
普
及
計
画
と
の
整
合
性
の
要
請
な
ど
が
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
基
本
的
な
考
え
方
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
こ
と
も
あ
り
、
具
体
的
な
判
断
基
準
と
し
て
は
十
分
で
な
い
と
い
う
き
ら
い
が
あ
り
、
そ
の
一
層
の
明
確
化
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
同
意
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
べ
き
実
質
的
根
拠
の
整
理
が
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
上
記
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
学
説
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
実
質
的
根
拠
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
。
ケーブルテレビの区域外再放送に係る総務大臣裁定制度の理論的整理と最近の事例分析
８３
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
第
一
の
実
質
的
根
拠
と
し
て
、
放
送
対
象
地
域
の
周
辺
地
域
（
直
接
隣
接
し
て
い
る
市
町
村
に
限
ら
れ
な
い
。）
に
お
い
て
、
当
該
放
送
対
象
地
域
と
の
一
定
の
人
的
な
つ
な
が
り
が
地
理
的
あ
る
い
は
歴
史
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
周
辺
地
域
の
視
聴
者
で
あ
っ
て
も
、
当
該
放
送
対
象
地
域
の
視
聴
者
と
「
実
質
的
に
同
等
の
」
あ
る
い
は
そ
れ
に
「
準
ず
る
」
視
聴
者
と
考
え
、
そ
れ
ゆ
え
、
当
該
放
送
対
象
地
域
の
放
送
を
受
信
す
る
こ
と
が
自
ら
の
生
活
上
必
要
な
地
域
情
報
を
取
得
す
る
た
め
不
可
欠
（
す
な
わ
ち
、
受
信
者
の
利
益
が
大
き
い
）
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
と
す
る
（
こ
れ
を
「
準
区
域
内
再
放
送
」
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。）。
具
体
的
に
は
、
①
放
送
対
象
地
域
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
都
道
府
県
等
の
行
政
区
域
を
単
位
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
行
政
区
域
と
実
際
の
住
民
の
生
活
圏
が
一
致
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
は
多
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
場
合
が
典
型
的
に
ま
ず
想
定
さ
れ
る
。
②
ま
た
、
電
波
の
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
が
あ
る
地
域
（
周
辺
地
域
で
も
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
。）
で
あ
っ
て
、
従
来
か
ら
隣
接
す
る
他
の
地
域
の
放
送
を
受
信
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
も
、
放
送
を
通
じ
て
一
種
の
生
活
圏
が
既
に
形
成
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
当
該
地
域
の
視
聴
者
の
利
益
の
判
断
に
当
た
っ
て
放
送
対
象
地
域
内
の
視
聴
者
と
「
み
な
す
」
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
が
同
意
を
義
務
づ
け
る
実
質
的
根
拠
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
以
下
の
よ
う
な
諸
事
情
に
も
整
合
性
を
有
す
る
。
ⅰ
単
に
地
域
間
の
経
済
的
結
び
つ
き
だ
け
で
考
え
る
と
、
隣
接
地
域
よ
り
、
東
京
や
大
阪
等
の
大
都
市
圏
と
の
関
係
の
方
が
深
い
地
域
が
あ
り
う
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
大
都
市
圏
の
放
送
の
再
放
送
を
当
然
に
認
め
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
生
活
圏
」
と
し
て
一
定
の
人
的
な
交
流
が
あ
る
こ
と
す
な
わ
ち
区
域
内
の
受
信
者
と
み
な
せ
る
か
ど
う
か
が
必
要
条
件
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ⅱ
通
常
、
隣
接
市
町
村
は
、
陸
路
ま
た
は
海
路
で
放
送
対
象
地
域
内
と
つ
な
が
っ
て
い
て
、
一
定
以
上
の
交
流
が
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
一
方
、
形
式
的
に
隣
接
市
町
村
で
あ
っ
て
も
、
急
峻
な
山
岳
地
帯
や
広
い
海
や
湾
を
隔
て
て
交
流
の
な
い
地
域
間
で
《論 説》
８４
の
区
域
外
再
放
送
を
新
規
に
認
め
る
必
要
性
は
低
く
（
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
に
よ
る
視
聴
実
態
が
あ
れ
ば
別
問
題
で
あ
る
。）、
人
的
交
流
の
有
無
は
実
質
的
に
判
断
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ⅲ
電
波
の
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
が
あ
っ
て
、
無
線
で
視
聴
が
可
能
な
地
域
に
お
い
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
再
放
送
だ
け
を
認
め
な
い
理
由
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
再
放
送
が
中
止
さ
れ
て
も
住
居
に
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
地
域
性
に
係
る
番
組
の
編
集
上
の
意
図
の
侵
害
の
程
度
は
軽
減
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ⅳ
い
わ
ゆ
る
系
列
が
同
じ
番
組
の
再
放
送
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
は
大
き
な
論
点
で
あ
る
が
、
上
記
の
考
え
方
を
と
れ
ば
、
同
系
列
の
番
組
で
あ
っ
て
も
隣
接
地
域
の
視
聴
者
と
同
等
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
視
聴
者
と
み
な
さ
れ
る
限
り
、
当
該
隣
接
地
域
の
放
送
を
視
聴
す
る
こ
と
に
利
益
が
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
少
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
域
に
関
し
て
は
、
以
上
の
第
一
の
実
質
的
根
拠
か
ら
だ
け
で
は
十
分
な
説
明
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
少
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
域
お
い
て
欠
落
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
隣
接
地
域
の
放
送
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
再
放
送
の
視
聴
実
態
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
放
送
が
視
聴
者
の
生
活
に
す
で
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
人
的
交
流
状
況
か
ら
で
は
正
当
化
で
き
な
い
場
合
、
こ
の
再
放
送
を
裁
定
で
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
上
明
確
で
な
く
、
上
記
の
第
一
の
実
質
的
根
拠
か
ら
も
説
明
で
き
な
い
。
基
幹
放
送
普
及
計
画
上
少
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
、
他
地
域
と
同
様
の
数
の
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
受
信
を
求
め
る
住
民
の
要
望
自
体
は
理
解
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
も
そ
も
放
送
の
受
信
は
権
利
で
は
な
く
反
射
的
利
益
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
（
前
記
注
７
）、
区
域
外
再
放
送
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
別
の
理
由
づ
け
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
現
在
の
基
幹
放
送
普
及
計
画
が
、
基
本
的
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
に
限
っ
て
言
え
ば
、
全
国
的
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
二
系
統
、
放
送
大
学
一
系
統
と
と
も
に
民
放
四
系
統
（
主
要
地
域
で
は
五
系
統
）
の
視
聴
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
ケーブルテレビの区域外再放送に係る総務大臣裁定制度の理論的整理と最近の事例分析
８５
で
る
こ
と
か
ら
（
同
計
画
第
一
の
一
⑴
ア
エ
参
照
）、
少
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
域
の
存
在
は
そ
の
「
過
渡
的
」
状
態
と
考
え
、
民
放
四
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
足
り
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
再
放
送
が
そ
れ
を
「
暫
定
的
」
に
補
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
を
第
二
の
実
質
的
根
拠
と
す
る
。
な
お
、
再
放
送
同
意
の
現
状
を
み
て
も
、
少
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
域
に
お
け
る
欠
落
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
放
送
に
つ
い
て
は
、
民
放
四
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
範
囲
で
地
上
基
幹
放
送
事
業
者
側
か
ら
の
同
意
が
柔
軟
に
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
民
放
四
チ
ャ
ン
ネ
ル
視
聴
が
国
民
生
活
の
基
本
と
み
る
考
え
方
が
放
送
関
係
者
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
大
都
市
地
域
の
五
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
六
チ
ャ
ン
ネ
ル
視
聴
の
再
放
送
の
取
扱
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
（
１５
）る
。以
上
の
よ
う
な
制
度
的
整
理
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
と
、
再
放
送
同
意
に
係
る
裁
定
制
度
の
運
用
に
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
か
。
具
体
的
な
受
信
者
の
利
益
の
有
無
の
判
断
は
、
事
実
関
係
の
認
定
の
問
題
を
含
み
、
微
妙
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
う
る
が
、
以
下
で
は
、
こ
の
整
理
の
妥
当
性
を
具
体
的
な
実
例
に
基
づ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
３
裁
定
事
例
の
検
討
―
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
制
定
後
を
中
心
に
―
総
務
大
臣
の
裁
定
制
度
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
伝
家
の
宝
刀
と
し
て
制
限
的
に
運
用
さ
れ
て
き
た
た
め
、
裁
定
例
は
、
制
度
導
入
後
二
十
八
年
余
り
の
間
で
、
同
時
に
処
理
さ
れ
る
申
請
を
一
事
例
と
し
て
ま
と
め
て
取
り
扱
う
と
、
取
下
げ
を
含
め
八
例
（
申
請
六
〇
件
）
と
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
特
に
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
制
定
後
の
裁
定
事
例
は
平
成
二
十
五
年
秋
時
点
で
三
例
（
申
請
一
二
件
）
し
か
な
い
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
六
十
二
年
の
山
陰
裁
定
、
平
成
五
年
の
高
知
裁
定
、
平
成
十
九
年
の
大
分
裁
定
、
平
成
二
十
年
の
中
国
裁
定
、
平
成
二
十
年
の
長
野
裁
定
申
請
（
途
中
取
下
げ
）、
平
成
二
十
三
年
の
高
知
裁
定
及
び
山
口
裁
定
、
平
成
二
十
五
年
徳
島
裁
定
で
あ
る
。
《論 説》
８６
下松市
旧：
熊毛町
旧：
阿知須町
旧：
楠町
山陽
小野田市
旧：豊浦町
旧：
福栄村
旧：
むつみ村
山口市
防府市宇部市
旧：阿東町
旧：徳地町
旧：
小郡町
?????
?
?
?
?
?????
?
?
?
?
下関市
萩市
周南市 岩国市
光市
長門市
柳井市
上関町
田布施町
平生町
阿武町
旧：川上村
旧：菊川町
旧：豊田町
旧：豊北町
旧：旭村
美祢市
旧：秋穂町
山口県
福岡県
※放送対象地域は福岡県
・（株）福岡放送
・RKB毎日放送（株）
・九州朝日放送（株）
・（株）TVQ九州放送
（注）山口県内の放送事業者は３局
・山口放送（日テレ系）
・テレビ山口（ＴＢＳ系）
・山口朝日放送（テレ朝系）
・山口ケーブルビジョン（株）
山口市、宇部市、防府市、
美祢市の各一部
（注）福岡県内の放送事業者は５局
・福岡放送（日テレ系）
・RKB毎日放送（TBS系）
・九州朝日放送（テレ朝系）
・テレビ西日本（フジテレビ系）
・TVQ九州放送（テレ東系）
ま
ず
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
制
定
前
の
四
例
の
裁
定
は
、
放
送
番
組
編
集
上
の
地
域
性
に
か
か
る
意
図
が
十
分
考
慮
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
結
論
に
お
い
て
全
て
同
意
す
べ
き
と
す
る
裁
定
で
あ
っ
た
。
一
方
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
制
定
後
の
三
例
は
、
隣
接
地
域
と
の
交
流
状
況
等
に
応
じ
て
判
断
が
分
か
れ
、
山
口
裁
定
で
は
同
意
、
高
知
裁
定
で
は
不
同
意
、
徳
島
裁
定
で
は
一
部
同
意
、
一
部
不
同
意
と
い
う
結
論
で
あ
っ（
１６
）た
。
な
お
、
徳
島
裁
定
は
、
平
成
二
十
二
年
の
放
送
法
大
改
正
後
の
諮
問
と
し
て
電
気
通
信
紛
争
処
理
委
員
会
の
初
め
て
の
答
申
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
、
以
下
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
制
定
後
の
三
例
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
三
事
案
に
お
け
る
当
事
者
の
地
理
的
な
関
係
を
含
む
事
実
関
係
及
び
論
点
毎
の
審
査
結
果
は
、
以
下
の
資
料
の
と
お
り
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
例
示
す
る
基
準
に
照
ら
し
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
直
接
隣
接
す
る
市
町
村
の
地
域
で
は
な
く
、
少
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
域
で
あ
る
が
、
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
の
有
無
と
程
度
、
住
民
の
交
流
状
況
、
過
去
の
視
聴
状
況
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
判
断
が
な
さ
れ
、
異
な
る
結
論
が
導
か
れ
て
い
る
。
平成２３年山口裁定 当事者位置関係
ケーブルテレビの区域外再放送に係る総務大臣裁定制度の理論的整理と最近の事例分析
８７
東洋町
奈半利町
田野町
芸西村
春野町土佐市
須崎市
佐川町
日高村
香川県
徳島県
愛媛県
高知県
※放送対象地域は香川県及び岡山県
室戸市
北川村安田町
安芸市
馬路村
香南市
香美市
大豊町本山町
南国市高知市
土佐町
大川村
いの町
越知町
仁淀町
中土佐町
津野町
四万十町
黒潮町四万十市
宿毛市
三原村
土佐清水市大月町
（注）高知県内の放送事業者は３局
・高知放送（日テレ系）
・テレビ高知（TBS系）
・高知さんさんテレビ（フジテレビ系）・よさこいケーブルネット（株）
須崎市、土佐市
・テレビせとうち（株）（テレ東系）（注）岡山・香川県内の放送事業者は５局
・西日本放送（日テレ系）
・山陽放送（TBS系）
・瀬戸内海放送（テレ朝系）
・岡山放送（フジテレビ系）
・テレビせとうち（テレ東系）
檮原町
上板町
北島町
牟岐町
勝浦町
佐那河内村つるぎ町
東みよし町
三好市
板野町
鳴門市
藍住町
石井町
徳島市
高知県
愛媛県
香川県
徳島県
大阪府
淡路島
和歌山県
・讀賣テレビ放送株式会社（日テレ系）
※放送対象地域は
大阪府、滋賀県、京都府、
奈良県、兵庫県、和歌山県
海陽町
那賀町
美波町
阿南市
上勝町
神山町美馬市
三好市
阿波市
吉野川市
松茂町
（注）徳島県内の放送事業者は１局
・四国放送株式会社（日テレ系）
・株式会社ひのき
板野郡上板町、
松茂町、北島町
平成２３年高知裁定 当事者の位置関係
平成２５年徳島裁定 当事者の位置関係
（上記３図はいずれも総務省資料による。）
《論 説》
８８
こ
れ
ら
の
裁
定
事
例
を
本
稿
の
整
理
に
照
ら
し
て
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
山
口
裁
定
に
お
い
て
は
、
テ
レ
ビ
東
京
系
列
を
含
む
北
九
州
四
チ
ャ
ン
ネ（
１７
）ル
の
再
放
送
に
つ
い
て
同
意
す
べ
き
と
す
る
裁
定
（
同
意
裁
定
）
と
な
っ
て
い
る
。
直
接
は
隣
接
し
て
い
な
い
地
域
で
あ
る
が
、
過
去
の
視
聴
実
態
が
あ
り
、
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
が
認
め
ら
れ
る
地
域
が
相
当
程
度
含
ま
れ
、
人
的
経
済
的
な
交
流
状
況
も
一
定
程
度
認
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
直
接
の
隣
接
関
係
は
な
い
が
、
人
的
な
交
流
関
係
を
認
定
し
、
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
の
実
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
区
で
あ
る
福
岡
県
の
放
送
区
域
内
に
準
ず
る
と
い
う
実
質
的
判
断
が
な
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き（
１８
）る
。
徳
島
裁
定
に
お
け
る
二
町
の
同
意
裁
定
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
判
断
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
、
日
本
テ
レ
ビ
系
列
の
重
複
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
地
元
放
送
局
と
再
放
送
さ
れ
る
放
送
局
の
系
列
が
同
じ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
い
う
。）
の
再
放
送
を
認
め
た
の
は
、
ま
さ
に
区
域
内
の
受
信
者
と
み
な
せ
る
と
い
う
判
断
が
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
第
一
の
実
質
的
根
拠
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
同
意
す
べ
き
と
は
い
え
な
い
と
す
る
裁
定
（
不
同
意
裁
定
）
と
な
っ
た
高
知
裁
定
と
徳
島
裁
定
の
一
町
に
つ
い
て
は
、
地
理
的
に
隣
接
し
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
人
的
交
流
状
況
も
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
放
送
区
域
内
に
準
ず
る
と
は
言
え
な
い
地
域
と
い
う
判
断
が
な
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
高
知
裁
定
で
対
象
と
さ
れ
た
の
は
欠
落
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ
る
テ
レ
ビ
東
京
系
列
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ
り
、
民
放
三
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
域
で
あ
る
高
知
県
の
民
放
四
局
化
の
観
点
を
加
え
て
も
な
お
、
救
済
さ
れ
る
余
地
は
な
か
っ
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
徳
島
裁
定
の
ケ
ー
ス
は
、
重
複
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
放
送
が
論
点
で
あ
り
、
少
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
域
の
民
放
四
局
化
の
観
点
と
は
直
接
の
関
係
は
な（
１９
）い
。
こ
の
よ
う
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
制
定
後
の
裁
定
事
例
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
整
理
か
ら
も
同
様
の
結
論
を
導
く
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
裁
定
事
例
と
の
整
合
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
ケーブルテレビの区域外再放送に係る総務大臣裁定制度の理論的整理と最近の事例分析
８９
との事実関係及び判断
H２５徳島裁定
・適格性に問題なしと判断
◆松茂町・北島町
・言わば隣接する市町村に準ずるものとして
扱うことができると判断
◆上板町・隣接していない
・一見明白に遠方にあるとは認められないと
判断
・侵害は一定程度認められると判断
（本事案の発側放送事業者における特別な事
情ではなく、区域外再放送における一般的な
侵害）
◆松茂町・北島町
・通勤・通学等の人の移動は一定程度あると
判断
◆上板町
・通勤・通学等の人の移動は極めて少ないと
判断
【３町から近畿広域圏への通勤・通学者数と
当地に常住する全通勤・通学者に占める割
合】
（松茂町、北島町、上板町→近畿広域圏）
５０人（０．６％）、６４人（０．６％）、１０人（０．２％）
【近畿広域圏から３町への通勤・通学者数と
当地での通勤・通学者数に占める割合】
（近畿広域圏→松茂町、北島町、上板町）
１２２人（１．３％）、１２人（０．１％）、１人（０．０２％）
〈Ｈ２２「国勢調査」〉
◆松茂町・北島町
・一定程度の交流が認められると判断
◆上板町
・他の２町に比べるとやや少ないと判断
【京阪神に買い物やレジャー・観光を兼ねた
買物で出かける回数】
・年に５～６回以上と答えた人の割合
松茂町、北島町、上板町：１５．５％、１６．５％、
９．０％
・月１回程度以上と答えた人の割合
松茂町、北島町、上板町：４．５％、９．０％、
５．０％ 〈徳島県アンケート〉
・継続的に良好な受信が可能であるとまでは
言えないものの、一定程度のスピルオー
バーが認められると判断
〈総務省による調査結果〉
・その他の要素については、特段考慮すべき
ものがあるとは認められない
・アナログ再送信による視聴実態、視聴習慣
ありと判断
あり（１局）
松茂町・北島町：同意
上板町：不同意
総務省作成資料を基に筆者作成
Ｈ２３山口裁定
・適格性に問題なしと判断
（アナログ再送信実施期間（十数年間）のう
ち２年間は同意を得ずに再送信を実施した事
実あり）
・隣接していない
・一見明白に遠方にあるとは認められないと
判断
（山口市～福岡市は１６０キロ、最も近い北九
州市～山口市でも１００キロ以上）
・侵害は一定程度認められると判断
（本事案の発側放送事業者における特別な事
情ではなく、区域外再放送における一般的な
侵害）
・人の交流は、一定程度行われていると判断
【申請地域各市から福岡県への通勤・通学者
数と当地に常住する全通勤・通学者に占める
割合】
（山口市、防府市、宇部市、美祢市→福岡県）
２３５人（０．２％）、７８人（０．１％）、３１９人
（０．３％）、４０人（０．２％）
【福岡県から申請地域各市への通勤・通学者
数と当地での通勤・通学者数に占める割合】
（福岡県→山口市、防府市、宇部市、美祢市）
３１５人（０．３％）、９１人（０．１％）、２９５人（０．３％）、
２６人（０．２％）
〈Ｈ１７「国勢調査」〉
・消費活動について、一定程度の交流がうか
がえると判断
【山口市内３大学学生の買回品の買物先】
福岡県：２３．５％
〈Ｈ２０市内３大学学生アンケート（山口商工
会議所）〉
【防府市民が休日にショッピングを行う地域】
市内：４８．５％、山口方面：１９．４％、北九州
市、福岡市方面：８．４％
〈Ｈ２１市民アンケート〉
・スピルオーバーありと判断
（発側放送事業者も、申請者の業務区域の
２０％弱のエリアで実質的に受信可能であると
認めていた）
〈申請者提出データ、総務省調べによる机上
計算結果〉
―
・アナログ再送信による視聴実態、視聴習慣
ありと判断
（視聴実態がある市町村と合併した視聴実態
がない市町村についても、受信者の利益は、
原則一体的に捉えることが適当と判断）
あり（３局）
同意
《論 説》
９０
各事案における論点ご
Ｈ２３高知裁定
―（※１）
・隣接していない
・一見明白に遠方にあるとは認められないと
判断
（申請者の業務区域は高知県境から７０～８０キ
ロメートル）
・侵害は一定程度認められると判断
（本事案の発側放送事業者における特別な事
情ではなく、区域外再放送における一般的な
侵害）
・人の移動に係る交流は極めて小さいと判断
【須崎市、土佐市から岡山・香川県への通
勤・通学者数と当地に常住する全通勤・通学
者に占める割合】
（須崎市→岡山・香川県、土佐市→岡山・香
川県）
７人（０．０４％）、８人（０．０６％）
【岡山・香川県から土佐市、須崎市への通
勤・通学者数と当地での通勤・通学者数に占
める割合】
（岡山・香川県→土佐市、須崎市）
６人（０．０４％）、７人（０．０５％）
〈Ｈ１７「国勢調査」〉
・消費活動等に係る交流は極めて小さいと判
断
【須崎市民及び土佐市民のうち、買回品の買
物先を香川県又は岡山県とする者の割合】
土佐市民：１．５％以下、須崎市民：０．１％以下
〈Ｈ１７年度高知県「県民消費動向調査報告
書」〉
・スピルオーバーなしと判断
・特別な地域関連性をうかがわせるものはな
いと判断
・視聴実態、視聴習慣なしと判断
（アナログ再送信は実施されていない）
なし
不同意
※１：「―」はその事項についての主張・判断がなされなかったことを示す。A３３
※２：発側放送事業者と同一系列の地元放送事業者の有無
論 点
５基準
（事業者の適格性）
放送対象地域と隣接している市町
村か
放送対象地域から、一見明白に遠
方にあると認められるか
地域性に係る意図の侵害
通勤・通学等の人の移動状況
両地域間の経済的取引状況
電波のスピルオーバーの状況
両地域の関係を巡る歴史的経緯
再放送に関する視聴実態、視聴
習慣
同一系列局の存在（※２）
裁定内容
受
信
者
の
利
益
放
送
番
組
の
同
一
性
放
送
の
地
域
性
に
係
る
意
図
（
区
域
外
再
送
信
の
場
合
）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
配
慮
す
る
と
さ
れ
て
い
る
事
項
そ
の
他
ケーブルテレビの区域外再放送に係る総務大臣裁定制度の理論的整理と最近の事例分析
９１
４ま
と
め
と
今
後
の
課
題
再
放
送
同
意
制
度
及
び
大
臣
裁
定
制
度
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
知
的
財
産
権
に
よ
る
保
護
と
は
異
な
る
制
度
と
い
う
建
て
付
け
と
さ
れ
て
い
る
が
、
理
論
的
に
は
疑
問
が
あ
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ（
３
）る
。
し
か
し
、
本
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
裁
定
制
度
の
趣
旨
が
、
区
域
外
に
存
在
す
る
区
域
内
に
準
ず
る
視
聴
者
に
対
し
て
地
域
情
報
を
提
供
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
少
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
域
に
他
地
域
と
同
等
の
情
報
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
区
域
外
再
放
送
の
裁
定
制
度
は
、
放
送
政
策
を
支
え
る
制
度
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
問
題
を
著
作
権
法
に
全
面
的
に
委
ね
る
こ
と
や
、
再
放
送
を
放
送
事
業
者
の
任
意
の
同
意
の
み
に
委
ね
る
こ
と
で
は
、
そ
の
要
請
を
満
た
す
に
は
不
十
分
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
裁
定
制
度
な
ど
何
ら
か
の
行
政
に
よ
る
介
入
が
今
後
も
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
ろ（
２０
）う
。
ま
た
、
放
送
法
制
度
上
の
整
理
と
は
別
に
、
区
域
外
再
放
送
が
、
実
質
的
に
経
営
上
の
影
響
を
う
け
る
地
元
基
幹
放
送
事
業
者
の
利
益
と
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
の
利
益
と
の
調
整
の
問
題
に
帰
着
す
る
と
考
え
れ
ば
、
再
放
送
に
当
た
っ
て
一
定
の
金
銭
支
払
い
を
介
在
さ
せ
、
利
益
の
調
整
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
う
る
。
た
だ
し
、
金
銭
の
支
払
い
が
著
作
権
や
再
放
送
の
同
意
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
送
信
元
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
金
銭
が
地
元
事
業
者
に
還
元
さ
れ
る
仕
組
み
が
新
た
に
必
要
と
な
る
と
い
っ
た
問
題
や
、
妥
当
な
水
準
の
金
銭
の
支
払
い
が
あ
っ
て
も
な
お
不
同
意
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
、
妥
当
な
水
準
と
は
実
際
ど
う
や
っ
て
決
め
ら
れ
る
の
か
と
い
っ
た
実
務
的
な
問
題
が
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
か
、
そ
も
そ
も
金
銭
に
よ
る
解
決
は
、
上
記
放
送
法
制
上
の
要
請
を
満
た
す
保
証
と
な
り
え
な
い
点
に
課
題
が
あ（
２１
）る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
行
放
送
法
制
を
前
提
と
す
る
限
り
、
大
臣
裁
定
制
度
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
べ
き
区
域
外
再
放
送
に
は
、
本
稿
《論 説》
９２
で
整
理
し
た
よ
う
な
一
定
の
合
理
的
な
範
囲
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
現
在
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
も
本
来
そ
の
よ
う
な
範
囲
を
画
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
運
用
上
解
釈
の
余
地
の
大
き
い
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
紛
争
を
円
滑
に
解
決
す
る
た
め
に
は
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
示
さ
れ
た
基
準
の
一
層
の
明
確
化
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
本
稿
の
整
理
が
そ
の
一
つ
の
理
論
的
基
礎
を
提
供
す
る
も
の
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
（
１
）
同
意
を
求
め
ら
れ
た
地
上
テ
レ
ビ
局
が
同
意
の
条
件
と
し
て
再
放
送
先
の
地
元
テ
レ
ビ
局
の
了
解
を
求
め
、
そ
の
了
解
が
取
れ
な
い
と
い
う
事
態
も
各
地
で
見
ら
れ
た
。
地
元
テ
レ
ビ
局
が
自
社
の
経
営
へ
の
影
響
を
理
由
に
再
放
送
に
反
対
す
る
こ
と
は
、
態
様
に
よ
っ
て
は
独
禁
法
上
の
「
不
当
な
取
引
拒
絶
」
に
該
当
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
（
舟
田
正
之
『
放
送
制
度
と
競
争
秩
序
』
二
〇
一
一
年
有
斐
閣
七
七
頁
参
照
）
こ
と
か
ら
、
後
述
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
地
元
放
送
事
業
者
の
意
向
は
判
断
基
準
と
さ
れ
て
い
な
い
。
（
２
）
拙
稿
『
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
地
上
波
放
送
の
区
域
外
再
送
信
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
』
二
〇
〇
八
年
第
一
法
規
「N
E
T
LA
W
forum
１９
号
」
一
頁
参
照
。
な
お
、
二
〇
一
三
年
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
正
当
な
理
由
」
の
判
断
基
準
の
改
正
で
は
な
く
、
本
稿
の
記
述
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
（
３
）
行
政
の
立
場
か
ら
立
法
趣
旨
を
解
説
し
た
も
の
と
し
て
、
金
澤
薫
「
放
送
法
逐
条
解
説
（
改
訂
版
）」
情
報
通
信
振
興
協
会
二
〇
一
二
年
一
月
八
一
・
八
二
頁
参
照
。
政
府
も
過
去
の
国
会
答
弁
を
通
じ
て
一
貫
し
て
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
放
送
秩
序
の
維
持
と
い
う
な
ら
、
そ
の
責
務
は
む
し
ろ
行
政
機
関
に
帰
属
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
放
送
事
業
者
の
利
益
保
護
と
い
う
な
ら
、
本
来
著
作
権
法
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
同
意
規
定
自
体
に
疑
問
を
呈
す
る
有
力
な
批
判
が
あ
る
。（
塩
野
宏
『
放
送
法
制
の
課
題
』
一
九
八
九
年
有
斐
閣
二
〇
六
頁
〜
二
一
〇
頁
及
び
、
舟
田
正
之
『
放
送
制
度
と
競
争
秩
序
』
二
〇
一
一
年
有
斐
閣
七
〇
頁
参
照
）
ま
た
、
実
質
的
に
は
放
送
事
業
者
の
著
作
権
の
保
護
と
目
的
及
び
効
果
を
共
通
す
る
面
が
あ
り
、
放
送
秩
序
の
一
環
と
し
て
放
送
法
制
に
お
い
て
そ
の
保
護
を
図
っ
た
方
が
合
理
的
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。（
本
山
雅
弘
『
放
送
事
業
者
の
著
作
隣
接
権
と
そ
の
放
送
法
制
に
よ
る
代
替
的
保
護
の
可
能
性
』
二
〇
一
〇
国
士
舘
法
学
第
四
三
号
二
七
頁
参
照
）
（
４
）
参
議
院
文
教
委
員
会
昭
和
六
十
一
年
五
月
十
五
日
文
化
庁
長
官
答
弁
及
び
大
阪
地
決
平
二
十
五
・
五
・
三
十
一
参
照
。
ケーブルテレビの区域外再放送に係る総務大臣裁定制度の理論的整理と最近の事例分析
９３
（
５
）
平
成
二
十
二
年
放
送
法
改
正
前
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
再
送
信
は
、
旧
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
一
三
条
二
項
に
よ
り
、
放
送
事
業
者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
規
定
さ
れ
、
旧
放
送
法
六
条
に
お
い
て
無
線
の
放
送
事
業
者
間
で
同
様
な
規
定
が
存
在
し
て
い
た
。
改
正
に
よ
り
、
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
と
（
無
線
の
）
放
送
、
さ
ら
に
は
旧
電
気
通
信
役
務
利
用
放
送
を
区
別
し
な
い
法
制
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
規
定
が
統
一
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
再
送
信
と
い
う
用
語
が
再
放
送
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
文
献
に
は
、
再
送
信
や
区
域
外
再
送
信
と
い
う
用
語
が
頻
出
す
る
が
、
放
送
事
業
者
以
外
の
者
に
よ
る
再
送
信
を
除
き
、
改
正
後
の
再
放
送
、
区
域
外
再
放
送
に
該
当
す
る
と
考
え
て
よ
い
。
（
６
）
さ
ら
に
、
区
域
内
の
同
時
再
放
送
を
欧
米
の
マ
ス
ト
キ
ャ
リ
ー
・
ル
ー
ル
の
よ
う
に
義
務
と
す
べ
き
と
す
る
考
え
も
あ
り
う
る
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
Ｉ
Ｐ
テ
レ
ビ
が
総
世
帯
の
過
半
に
普
及
し
て
い
る
今
日
で
は
、
地
上
基
幹
放
送
を
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
す
る
世
帯
は
減
少
の
一
途
で
あ
る
。
現
状
で
は
区
域
内
の
地
上
テ
レ
ビ
の
再
放
送
は
ケ
ー
ブ
ル
側
に
と
っ
て
も
不
可
欠
で
あ
り
、
実
質
的
に
マ
ス
ト
キ
ャ
リ
ー
が
実
現
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
仮
に
基
幹
放
送
に
つ
い
て
ケ
ー
ブ
ル
側
が
再
放
送
を
し
な
い
こ
と
に
な
る
と
視
聴
者
に
大
き
な
影
響
が
で
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
他
方
、
マ
ス
ト
キ
ャ
リ
ー
す
べ
き
基
幹
放
送
を
ど
う
定
め
る
の
か
、
再
放
送
側
の
負
担
が
過
大
に
な
ら
な
い
か
な
ど
義
務
化
に
伴
う
問
題
点
も
多
く
、
結
論
が
出
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
す
る
最
近
の
文
献
と
し
て
、
総
務
省
「
有
線
放
送
に
よ
る
放
送
の
再
送
信
に
関
す
る
研
究
会
最
終
と
り
ま
と
め
」（
平
成
二
十
年
三
月
）
三
三
頁
、
前
掲
舟
田
『
放
送
制
度
と
競
争
秩
序
』
九
五
頁
〜
九
八
頁
参
照
。
（
７
）
衆
議
院
逓
信
委
員
会
昭
和
六
十
一
年
四
月
二
十
三
日
に
お
け
る
郵
政
省
の
答
弁
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
場
合
に
は
「
同
意
を
し
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
」
に
あ
た
る
と
し
て
い
る
。
①
放
送
番
組
が
放
送
事
業
者
の
意
に
反
し
て
、
一
部
カ
ッ
ト
し
て
放
送
さ
れ
る
場
合
、
②
放
送
事
業
者
の
意
に
反
し
て
、
異
時
再
送
信
さ
れ
る
場
合
、
③
放
送
時
間
の
開
始
前
屋
終
了
後
に
、
そ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
別
の
番
組
の
有
線
放
送
を
行
い
、
放
送
事
業
者
の
放
送
番
組
か
他
の
番
組
か
混
乱
を
生
じ
る
場
合
、
④
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
施
設
が
確
実
に
設
置
で
き
る
と
い
う
見
通
し
が
な
い
、
施
設
設
置
の
資
金
的
基
礎
が
十
分
で
な
い
等
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
と
し
て
の
適
格
性
に
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
る
場
合
、
⑤
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
受
送
信
技
術
の
レ
ベ
ル
が
低
く
良
質
な
再
送
信
が
期
待
で
き
な
い
場
合
。
（
８
）
そ
も
そ
も
放
送
番
組
は
、
広
く
公
衆
に
よ
り
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
受
信
者
を
制
約
す
る
よ
う
な
意
図
を
送
信
側
に
認
め
る
こ
と
は
矛
盾
が
あ
る
と
い
う
面
も
あ
る
が
、
現
在
の
基
幹
放
送
普
及
計
画
で
は
、
地
上
基
幹
放
送
局
が
主
と
し
て
県
域
を
単
位
と
す
る
地
域
ご
と
に
免
許
さ
れ
、
放
送
対
象
地
域
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
放
送
が
全
国
あ
る
い
は
全
世
界
で
受
信
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
放
送
番
組
の
受
信
は
一
種
の
住
民
の
「
知
る
権
利
」
で
あ
り
、
ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
放
送
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
《論 説》
９４
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
放
送
は
、
放
送
対
象
地
域
に
向
け
て
事
業
者
が
送
信
行
為
を
行
う
こ
と
ま
で
は
免
許
制
度
等
で
義
務
ま
た
は
努
力
義
務
と
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
と
し
て
当
該
地
域
に
お
い
て
受
信
が
可
能
と
な
る
こ
と
は
反
射
的
利
益
に
す
ぎ
ず
、
個
々
の
住
民
に
特
定
の
放
送
を
受
信
す
る
権
利
が
あ
る
と
ま
で
は
解
さ
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
Ⅲ
二
⑵
で
も
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
放
送
の
地
域
性
に
係
る
意
図
は
消
極
的
意
図
で
あ
り
、
保
護
す
べ
き
必
要
性
は
相
対
的
に
低
い
と
さ
れ
て
お
り
、
区
域
外
へ
の
再
放
送
が
さ
れ
る
こ
と
の
放
送
局
の
利
益
の
侵
害
と
い
う
も
の
を
過
大
に
評
価
す
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
９
）
厳
密
に
言
え
ば
、
改
正
前
の
裁
定
制
度
は
、
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
事
業
者
の
み
に
対
す
る
制
度
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
十
二
改
正
後
は
、
有
線
電
気
通
信
設
備
を
用
い
て
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を
行
う
届
出
一
般
放
送
事
業
者
及
び
指
定
要
件
に
該
当
す
る
登
録
一
般
放
送
事
業
者
（
指
定
再
放
送
事
業
者
）
と
さ
れ
、
旧
電
気
通
信
役
務
利
用
放
送
事
業
者
に
つ
い
て
も
指
定
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
制
度
の
対
象
と
な
る
こ
と
と
な
っ
た
点
が
異
な
る
。
（
１０
）
放
送
法
第
一
四
四
条
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
金
澤
『
放
送
法
逐
条
解
説
（
改
訂
版
）』
三
六
〇
頁
〜
三
六
六
頁
参
照
。
（
１１
）
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
昭
和
六
十
一
年
五
月
三
十
一
日
参
議
院
逓
信
委
員
会
付
帯
決
議
参
照
。
（
１２
）
裁
定
制
度
導
入
後
、
全
国
四
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
の
政
策
の
も
と
に
少
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
域
は
新
局
（
平
成
新
局
）
の
開
設
に
よ
り
、
次
第
に
減
少
し
て
き
た
が
、
多
く
の
地
域
で
区
域
外
再
放
送
が
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
当
事
者
間
の
個
別
事
情
が
あ
る
よ
う
で
、
一
概
に
は
言
え
な
い
も
の
の
、
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
が
あ
る
地
域
に
お
い
て
区
域
外
放
送
の
視
聴
習
慣
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
や
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
の
経
営
規
模
が
零
細
で
区
域
外
再
放
送
に
よ
る
影
響
が
小
さ
く
民
放
側
が
放
置
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
制
定
前
の
裁
定
例
は
、
少
数
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
い
ず
れ
も
不
同
意
を
覆
し
て
同
意
す
べ
き
旨
の
裁
定
が
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
裁
定
制
度
が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
側
に
有
利
な
制
度
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
一
因
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
（
１３
）
総
務
省
「
有
線
放
送
に
よ
る
放
送
の
再
送
信
に
関
す
る
研
究
会
最
終
と
り
ま
と
め
（
平
成
二
十
年
三
月
）」
二
三
頁
〜
二
九
頁
参
照
。
（
１４
）
筬
島
専
、
森
脇
祥
太
、
木
戸
英
晶
「
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
同
時
再
送
信
に
係
る
制
度
上
の
課
題
」
拓
殖
大
学
経
営
経
理
研
究
第
八
七
号
二
〇
一
〇
年
一
八
七
頁
参
照
。
な
お
、
筆
者
は
少
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
域
に
つ
い
て
も
裁
定
制
度
で
一
定
の
担
保
が
あ
る
と
考
え
る
点
で
異
な
る
も
の
の
、
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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（
１５
）
こ
の
整
理
で
は
、
現
在
の
基
幹
放
送
普
及
計
画
が
維
持
さ
れ
る
限
り
、
民
放
四
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
枠
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
テ
レ
ビ
東
京
系
列
局
や
独
立
Ｕ
局
に
つ
い
て
は
、
区
域
外
再
放
送
を
裁
定
で
同
意
す
べ
き
対
象
に
は
直
ち
に
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
し
た
局
の
視
聴
を
希
望
す
る
区
域
外
の
住
民
に
と
っ
て
は
不
満
が
残
る
こ
と
と
な
る
。
少
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
域
の
取
扱
い
は
、
優
れ
て
放
送
政
策
上
の
問
題
で
あ
る
。
そ
う
し
た
課
題
の
解
決
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
区
域
外
再
放
送
や
裁
定
制
度
に
負
わ
せ
る
こ
と
に
は
本
来
無
理
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
衛
星
放
送
が
普
及
し
た
今
日
、
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
だ
け
が
映
像
配
信
手
段
で
あ
っ
た
時
代
は
過
ぎ
去
っ
て
い
る
。
地
元
地
上
基
幹
放
送
事
業
者
の
継
続
的
経
営
基
盤
の
確
保
を
含
む
「
放
送
秩
序
」
の
維
持
に
と
っ
て
、
地
上
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
次
第
に
有
効
な
手
段
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
（
１６
）
な
お
、
高
知
裁
定
と
徳
島
裁
定
に
関
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
側
か
ら
電
波
監
理
審
議
会
に
対
し
て
異
議
申
立
て
が
な
さ
れ
た
が
、
高
知
裁
定
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日
に
異
議
申
立
て
が
取
り
下
げ
ら
れ
、
確
定
し
た
。
徳
島
裁
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
段
階
で
な
お
申
立
て
が
係
属
中
で
あ
る
。
（
１７
）
山
口
裁
定
に
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
局
が
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
す
で
に
同
意
を
得
て
い
た
た
め
で
、
合
計
五
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
放
送
が
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
１８
）
山
口
県
は
少
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
域
で
も
あ
る
が
、
仮
に
少
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
域
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
欠
落
し
た
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
し
か
正
当
化
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
合
併
に
よ
り
拡
大
し
た
山
口
市
の
東
北
部
に
ま
で
再
放
送
を
認
め
る
必
要
は
な
い
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
、
市
町
村
の
一
体
性
に
配
意
す
る
と
再
放
送
の
単
位
は
少
な
く
と
も
市
町
村
毎
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
（
１９
）
た
だ
し
、
徳
島
県
は
民
放
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
地
域
で
、
放
送
の
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
も
広
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ア
ナ
ロ
グ
時
代
か
ら
テ
レ
ビ
東
京
系
列
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
含
む
近
畿
広
域
圏
民
放
全
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
再
放
送
が
な
さ
れ
て
い
た
点
で
特
殊
事
情
が
あ
る
。
本
稿
の
整
理
に
従
え
ば
、
徳
島
県
で
は
人
的
交
流
が
認
め
ら
れ
る
地
域
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
時
代
と
同
様
の
再
放
送
が
裁
定
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
、
欠
落
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ
る
三
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
み
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
（
２０
）
こ
れ
と
は
逆
に
、
放
送
番
組
の
再
放
送
に
つ
い
て
公
的
な
関
与
を
廃
し
、
著
作
権
を
始
め
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
ス
で
の
判
断
に
委
ね
て
し
ま
う
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
貫
け
ば
、
一
定
の
金
銭
・
料
金
の
支
払
い
を
条
件
に
、
隣
接
地
域
に
限
ら
ず
契
約
で
再
放
送
（
番
組
販
売
と
も
言
え
る
。）
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
考
え
方
は
再
放
送
を
コ
ン
テ
ン
ツ
の
有
料
配
信
と
同
視
す
る
も
の
《論 説》
９６
で
あ
り
、
一
般
放
送
に
お
い
て
は
違
和
感
が
な
い
が
、
地
域
情
報
を
そ
れ
を
必
要
と
す
る
視
聴
者
に
対
し
て
提
供
す
る
と
い
う
基
幹
放
送
の
公
共
性
の
観
点
と
は
そ
ぐ
わ
な
い
面
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
区
域
内
に
つ
い
て
は
地
上
波
の
再
放
送
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
際
の
料
金
は
無
料
な
い
し
低
廉
な
も
の
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
２１
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
舟
田
『
放
送
制
度
と
競
争
秩
序
』
七
六
〜
八
〇
頁
に
詳
し
く
分
析
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
民
放
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
業
界
団
体
間
で
、
区
域
内
も
含
め
て
同
時
再
放
送
の
著
作
権
料
と
し
て
の
対
価
の
支
払
い
に
つ
い
て
基
本
合
意
が
な
さ
れ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
二
〇
一
三
年
六
月
二
十
七
日
発
表
。
二
〇
一
四
年
四
月
実
施
。）。
こ
れ
ま
で
議
論
の
あ
っ
た
放
送
局
固
有
の
著
作
権
及
び
著
作
隣
接
権
の
使
用
料
に
関
し
て
、
有
料
の
再
放
送
に
限
っ
て
一
定
額
の
対
価
の
支
払
い
を
合
意
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
対
価
の
支
払
い
と
放
送
法
上
の
同
意
制
度
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
、
本
稿
の
整
理
と
も
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
有
料
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
必
要
で
な
か
っ
た
区
域
外
再
放
送
が
縮
小
さ
れ
る
契
機
と
な
る
と
い
う
実
質
的
影
響
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。（
平
成
二
十
五
年
五
月
八
日
付
日
刊
合
同
通
信
第
五
八
巻
一
四
〇
三
九
号
参
照
）。
ケーブルテレビの区域外再放送に係る総務大臣裁定制度の理論的整理と最近の事例分析
９７
